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＜研究ノート＞
アメリカのキング小学校の多文化プログラム実践
はじめに
筆者は修士論文1において、 1990年代当時、大阪
の公立中学校の朝市たちが中国出身生徒に対して先
駆的な多文化教育の実践を行っていたことを明らか
にした。それは当時として、他に例にみないような
形で渡日生徒に対する母語教育を新ヰ学習の中に位
置づけようとする実践で、あった。その際、多文化教
育の兜駆的な事例として世界的にも知られるアメリ
カ合衆国イリノイナ｜、｜アパナ学区のドクター ・マー テ
イン・ルーサー・キング・ジュニア小学校（Dr.
Martin Luther King Jr. Elementary School、以下
キングP小学校）の事例に言及しながら、大阪の実践
を分析した。
アメリカのキング小学校の実践に関しては、日本
では野元弘幸の論文2や粛藤ひろみの視察報告3など
の先行研究がある。しかしそこでは未だ実践の具体
的な部分が十分に明らかにされてきたとはいえず、
とりわけコンテント・ベーストESL(content・b出 ed
English as a Second Language）と母語教育との関
連について、より具f柏な実勝昔析を行うことが課
題であると筆者は考えている。そこで筆者は 2011
年にキング小学校を訪問し、授業のアシスタントな
どを務めながら約4週間の参与観主義を行った本稿
は、その参与観察に基づいて上の課題に取り組むも
のである。
なお、キングツj、学校カ河立置するアパナ学区では、
2012年からリー ノレ小学校（LealElementary School) 
とプレーリー小学校（PrairieElementary School) 
でヒスパニック系の子どもたちと英語のネイティブ
スピーカーを対象にデ‘ュアルランゲージプログラム
{'I¥vo・Way Immersion (Dual Language) program} 
が展開されている 4。筆者の渡米時にはなかった新
しい取り組みであるが、それについてはf断高に譲る
として、本研究ノートでは2011年当時の観漂デー
タに基づいてキング小学校の実践について分析して
いくこととする5。
1. アパナ学区とキング小学校の概要
アメリカ合衆国イリノイ州アパナ市にはイリノイ
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大学アパナ・シャンベ－：，伎があり、大学に世界か
ら研究者や学生・院生が集まっており、関係者の子
どもたちの多くが地元の公立学校に通っている。ア
パナ学区には、小学校（6年間 1年間の幼稚園課
程を含む）が6校、中学校（3年間）が1校、高校
(4年間）が1校あり、キング小学校は6校ある小
学校の中の 1校である 6。英語力に乏しい子どもた
ちを受け入れる多文化プログラムの実施披（センタ
ー校）となっており、 1980年代半ばにはコンテン
ト・ベースト ESLカリキュラムなどを導入するな
ど、多文化教育の先駆的なプログラムを実施してき
た。
2011年の時点では、 29ヵ国・全ω或（アメリカを
含む） 7出身の児童がキング会小学校で学習しており、
全校児童は300人で、あったえ各学年で、英語甥
2言語としての英語）、理科、社会科、算数、体育、
ダンス、演劇、動停、音楽、バイリンガノレ児童のた
めの母語（最低5名がその言語の母語話者であるこ
と）としづ教科があった9。英語学習者・ELL児童
{ESLクラスで学習する児童のことを English
Language Learner(s) or ELL student(s）と呼ぶ、以
下ELL児重量10がキング小学校に入学する際には、
英語テストを受け、その反脱却こよってクラス分けが
なされた110
現在においても、キング？小学校では英語を母語と
しない児童のためにコンテント・ベースト ESLの
ほかに、母語教育も行われているロ。
2. ESLクラス
(1）概要
キング、小学校のESLクラスは、 2011年当時、幼
稚園児に2クラスがあり、 1年生から5年生にそれ
ぞれ1クラスがあった 1ao ESLの授業は毎日あり、
幼稚園児クラスは8: 30 10 : 15 (1時間45分）、
1年生クラスは12: 00 14 30 (2時間半）、 2年
生クラスは12: 45 14: 55 (2時間10分）、 3年生
クラスは12: 45 -14 : 45 (2時間）、 4年生クラス
は9:00-11:00(2時間）、 5年生は9:00 11: 
00 (2時間）という時間配分になっていたヘ
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ELL児童たちは、一種の取り出し授業であるESL
クラスで学ぶことで、原学級の子どもたちから学習
が遅れないように、ネイティブスビーカーと同じ時
間帯で、同じ耕ヰ内容を学習していた15c
各学年に、 ESL耕市（教員免許と ESL資格を待
つ） 16が配置されており、 ELL児童に英語、理科、
社会科を教えていた 17。ESLクラスでは、第二言語
である英語の学習を理科や社会科の教科書にそくし
て行っていた 180
(2）草加佐園児のESL授業
幼稚園児 ESLクラスの教師は、絵を描いたり、
人形を使ったり、体で表現したり、など ELL児童
たちの英語力に乏しい部分を補うための工夫が行わ
れていた。また、中国語クラスと ESLクラスのテ
ィーチングアシスタントを担当しているパイリンガ
M榔市似下パイリンガル朝市）が設置されており、
渡米してまもない中国語話者の ELL児童、英語で
授業内容を完全に理解していない中国語話者の
ELL児童にとって重要な役割を果たしていた。以下
では、2011年10月12日幼稚園児のESLクラス。レ
ーム6）、 2011年10月13日草加佐園児のESLクラ
ス（ノレー ム12）の授業の中でパイリンガル朝市がど
のように補助を行ってし、たか、授業のビデオ言E蟻と
フィー／レドノーツから再現してみたい。
① ESLクラス 0いー ム6)
この授業は、 ELL児童が「生き物Jとは何かを知
ることがねらし、と位置づけられ、展開されている。
ESL耕市はELL児童たちにプリント（うさぎ、ア
ヒル、自転車ヒ。ッツァ、木、椅子、鳥、蛇、時計、
企魚、太陽、人形、ケーキ、花、 雪だるまが印刷さ
れてしも）祖師し、それを使つてパ〈イリンガルレ教
師が中国読古者のELL！）里童に中国語で、
き物）、“Notliving”（生き物ではない）の概念を説
明した場面を観察した。パイリンガノレ朝市と中国語
話者のELL児童のやりとりは以下の通りである。
パイリンガJvl騨市（以下「耕市」）：私に教えて、
うさぎは生きている？生きていない？
中国語話者の ELL児童（以下「児童J) うさ
ぎは生きている。
耕市なぜ生きているつ生き物は何ができるつ
児童 うさぎは生きている。
耕市．うさぎはなぜ生きているつ
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児童．うさぎは生きている。
親市：うさぎは大きくなれる。うさぎはまだ何
をすることができる？うさぎは何を食べられ
る？
児童－人参と野菜を食べられる。
耕市：うさぎは人参と野菜を食べる。うさぎは
まだ何をすることができる？
児童：（言い出せなし、）
教師：トイレに行くことができる。
児童：（耕市をみてにっこりと笑った）
耕市：大きくなれる。食べ物を食べられる。
児童：（うなずく）
朝市：椅子は生きてしもつ生きていなし、？
児童 ：生きていない。
耕市：なぜ？大きくなる？
児童：大きくならない。
朝市：食べものを食べる？
児童：食べられない。
糊市：歩くワ
児童：できない。
(2011年10月12日、授業のビデオ記録より抜粋、
訳と括弧内の内容は筆者）
以上のように、パイリンガル耕市は中国語話者の
ELL児童が知っている語棄や簡単な表現で心がけて
し、る。
② ESLクラス （ノレーム12)
この授業は、翌日の10月14日に学校外学習とし
て行われる防火学習の事前学習として行われたもの
である。 ESL耕市が説明したことは、傍らに居るパ
イリンガノM榔市lこよって同時通訳とし、う形で中国語
話者の匝L児童たちに伝えられたが、パイリンガ
ル朝市によると決してすべての内容は訳さないとい
うことであった。また、パイリンガノレ耕市は中国語
話者のELL児童に、 ESL朝市が話した重要な部分
を中国語で再度角宥党した。
パイリンガノL耕市（以下「耕市J）：もし非常ベ
ルがなったら、火事だ。すばやくドアのところ
まで、はって行く。
中国語話者のELL児童（以下「児童」）：（うな
ずく）
教師・ドア？を触って、もしドアは熱いなら、ド
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アを開けないこと。 ドアの向こうには火がある
から。そして、窓のところまではって行く。わ
かったワ
児童：（うなずく）
騨市：もしドアは冷たいなら、出て、お父さん、
お母さんを探しに行ける。わかったつ
児童 ：（うなずく）
(2011年10月13日、授業のビデオ記録より抜粋、
訳と事由凪内の内容は筆者）
(3) 3年生のESL授業
2011年11月3日に3年生のESLクラスで実施
された理科の授業は、検証という論理的思考力をつ
けさせるために 「かぼちゃの中にいくつの種がある
かについて、かぼちゃの実物を用いながら実験し、
呉験報告を書く」とし、う内容が行われていた。この
授業のねらいは、実験の手Ji慎や方法を学び、立てた
仮説を芳正することで、あった1えまず、 ESL耕市は
以下の玉つの手順で授業を展開した。
手）｜慎1、ESL教師は机の上に置いたかぼちゃを
ELL児童たちに見せながら、プリントを百捕する。
そして、黒板に書いたELL児童名を阻L児童たち
にプリントに書かせる。手順2、ESL老婦市は目の前
に置いたかぼちゃの中に種がいくつあるかを ELL
児童たちに推測させ、プリントの自分の名前の横に
数字を書かせる。手Ji慎3、ESL耕市はナイフでかぼ
ちゃの先端部分を切りわけ、切り取った先端部分と
かぼちゃの本体の中についた種を ELL児童たちに
見せ、「既に書いた数字を変更することができる」と
指示する。手順4、ESL教師はE比児童たちをグ
ノLー プに分け、「まず、各自の紙ナプキンに置かれて
いる種の数をプリントに書く。そして、同じグルー
プの人の種の数もプリントに書く。最後に、自分の
グループ可こしてつの種があるか、計算しプリントに
答えを書くように」指示した。手Ji慎5、ESL耕市は
個人の紙ナプキンの上に置かれている種の数につい
て、一人ずつ聞きながら黒板に書き、各グルーフ。が
出したグループ全体の穏の数も黒板lこ書いた。今回
使用したかぼちゃの中には、 435の種があるという
結論に至った。
以上の五つの手順で授業カミ行われた。次に、実験
報告書の書き方については、ESL耕市が文章体の言
葉を英文で黒板に書し、た。以下は、日本競Rである。
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私たちはかぼちゃの中に種がたくさんあること
を推測した。私のf酬はー－ーだ、った。私たち
は、種の分布は18から 10,000の種がかぼちゃ
の内部にあると推測した。
クラスにいる皆はかぼちゃから一杯の種を受け
取った。それぞれの人は自身のさじ一杯の種を
数えなければならない。次に、私たちはそれぞ
れのテーブノレで種の数を加えた。最後に、私た
ちはそれぞれのテーブルから種の合計数を加え
た。 5グツレー フ。があった。私たちはかぼちゃの
中に435の種があったことを導いた。
(2011年1月313，フィーノレドノーツ、訳
は筆者）
以上が黒板に書かれた実際良告書である。最後に
ESL耕市はELL児童たちに「各自のノートに写し、
下線部に自分自身が推測した答えを書くようにJ指
示し、全員が書き終えてから実際R告書を読む諌習
も行った。ここでは、文の謂｜民文章の流れ、表現
など実験報告書のまとめ方について、ESL朝市が黒
板に文章を書き、ELL児童たちがノートに写す作業
によって、正確な文章を書くことや壊現のしかたを
学習している。
授業中、 ESL耕 市が“range”ゆ布）の概念をか
ぼちゃの種の数を用いて説明した。種は最も少ない
場合が18個であり、最も多い場合が10,000個であ
るので、18個から 10,000個の聞を＂range刀ゆ布）
と言う。要するに、 ELL児童たちは“range”（分
布）という単なる学習言語の発音だけを学習したの
ではなく、その意味も学習したのである。
また、パイリンガμ郡市が傍らに立って、中国語
で「喋らないで、このかぼちゃをみる」、「名前を写す」、
「どれくらいの種があるか自分の名前の下に書く」、
「中と外（カットされたかぼちゃの二つの部分）に
はどれくらいの種があるかを見てみて数字を書き直
させるj、「言十算し結果を出す」とし、うような補足説
明を行っていた。これは、渡米直後で ESL耕市の
指示を理解で、きない中国語話者の ELL児童たちで
も授業に参加が可能になるため、パイリンガノ0.蜘市
の相生は大きい。
さらに、中国語話者の ELL児童はパイリンガル
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郡市に“guess”（推測する）の中国語の意味を尋ね、
精測”（推測する）とパイリンガノレ耕市が答えてし、
た。 一見、単純なやりとりの場面に見えるが、中国
語話者の ELL児童にとっては非常に重要なやりと
りたそれは、中国語諸の E比児童は既に中国
語の“猪測”（推測する）の概念と言し、方を瑚卒して
いるが、英語で何とし、うかが分からないだけである。
パイリンガノレ朝市は英語でし、う“伊ess＇’（推測する）
が中国語の“清測”（推測する）に相当すると中国語
話者の ELL児童に伝えるだけで、 ELL児童は
“思1ess”（推測する）の言い方を学習するだけでよ
いのである。
3.母語クラス
(1）概要
キング小学校包011年現在）には、中国語、韓国
語、アラビア語、フランス語、インドネシア語、ト
ノレコ語、ロシア語、ラオス語、ベトナム語の九つの
母語クラスがあった叱中国語クラスは、毎日、幼
稚園児と 1年生は10: 15 -11 00 (45分）、 2年生
と3年生は9: 30 -10 : 10 (40分）、 4年生と 5年
生は11: 00 -11 45 (45分）という時間配分にな
っていた2¥
中国語クラスで学習する ELL児童の学年、出身
地、滞在期聞は多様であるだけではなく、“活文／園
語”（国語）耕ヰ書の中身も多様である。また、大部
分の保護者がイリノイ大学の闘系者であるが、出稼
ぎなどの理由で渡米してきた保護者もいる叱最近
アメリカで長く居られず帰国するケースが比較的多
くなり、保護者は子どもが中国に戻ってから現地の
学習に遅れないように、中国で使用している国語の
教科書を持ってきている 23。要するに、このような
多様なニーズの中、「1人1人の進度が異なり、学習
することも異なる」 24としづ。
(2）幼稚園児と 1年生の中国語学習
2011年 10月12日の幼稚園児と 1年生の中国語
授業25では、パイリンガルイ糊市は1年生にセンテン
スを書くように指示した。具体的には、「どのような
センテンスを書いてもいい。中国語で書く。例えば、
私は小学生で示。私は中国から来ました。私は一年
生です。私は一匹の子犬がいる。分からない漢字の
代わりにピンインを書き、私を呼んで、その漢字を
黒板に書いてあげる」という指示で、あった。次に、
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パイリンガノレ耕市は“大、小、上、中、下、人、仏、
坐、土、石” 10個の漢字と漢字のピンインが印刷さ
れた手作りプリントを幼稚園児に見せながら、草加佐
園児と一緒に漢字を朗読していた。朗読後、パイリ
ンガノL骨髄市は幼稚園児に漢字の書き練習をするよう
に指示した。
(3）作文
2011年10月12日の4年生と 5年生の中国語授
業 26では、パイリンガノレ耕市は ELL児童たちに作
文を書くように指示したぺ0 また、作文を書く意味を
瑚卒していないELL児童たちのために、「毎年、春
に1回、秋に1回、2回｛乍文を書く。作文の作成は
試験ではなく、宿題でもない。授業中に作業し、指
導をうける。 f伏文は保存され、学校を待針もる時持っ
て帰ることができる。昨年、卒業したある中国語話
者のELL児童lま掛掴課程から5年生まで12回分
の作文をもらって、自身の成長をみることができた。
他の母語クラスの ELL児童たちも母語で書く」と
パイリンガノレ耕市が詳しく説明した。
また、パイ リンガルj騨市は学年ご、とに異なる課題
を出していた。 4年生には、季節（秋）について書
くようにと指示し、気候や人物や動物の変化の内容
を書いたらどうかというヒントを与えていた。 5年
生には、教科書から一つの作文（例歴史関係の内
容、担会関係の内容）を選び出し、自分の言葉でコ
ンパクトにまとめるようにと指示していた。
こうして作文を書かせることは、 4年生にとって
は、表現のしかた、文章の流れ、語義文法、漢字
などの学習につながっていた。また、 5年生にとっ
ては、教科書の文章を要約させることによって、学
習言語の習得や文章の瑚平度を伸ばすだけではなく、
簡潔にまとめる力も伸ばすことにもつながっていた。
（心中国語学習に関連する取り組み
パイリンガル朝市によると、従来、前期は2年生
から5年生、後期は1年生から5年生に毎週水曜日
かオ曜日に書き取りテストに出る漢字を知らせ、金
曜日に漢字テストを実施したという。その後、漢字
テス トの代わりに、毎週金曜日 4年生と 5年生を対
象に、アメ リカの歴史、ハロウィンのこと、車騨轄の
こと、年の数え方などについて、 10分から 15分の
質問タイムを設けているという。このように、パイ
リンガノレ耕市は教科内容を ELL児童たちに教える
平尾 亮子 アメリカのキング小学校の多文化フ。ログラム実践
だけではなく、幅広い知識も視野に取り入れていた。
また、 ELL児童たちに抽象的な中国語で考えさせ、
かつ、中国語で言わせることによって、 ELL児童た
ちに抽象的な中国語で考えるカを伸ばすことにもつ
なげようとしていた。
さらに、学校行事と学校外学習があるたびに、パ
イリンガノレ耕市は必ず母語教室でもう一度中国語で
ELL児童たちに説明し、再確認を行った。このよう
なパイリンガJv,騨市の熱心な樺尊は、ELL児童たち
が円滑に学校生活を送ることにも寄与していた。
週末の宿題として（2011年当時）、 2年生から 5
年生は中国語で日記を書くことになっていた。 2年
生は200文字、 3年生は300文字、 4年生は400文
字、 5年生は500文字と設定された。また、 明らか
に同年代の ELL児童と比べて中国語能力が不十分
な ELL児童たちに対して、バイリンガパ々t師は自
分で書けるところまで書くように指示した。さらに、
保護者の手助けのもとで書いてもいいが、必ず書い
た語棄や文章の意味がわかることとし、う条件も設け
られた。 ELI，児童たちに日記を書かせることは、
日々、書く力を伸ばす学習となっていた。
4.多文化に関連するプログラム
(1）国際連合の日を祝う行事
学校行事のーっとして、国際連合の日を祝う行事
があり、主に各母語クラスによる出し物を披露する
形になっていた 27。中国語クラス刷受業中で、当日
に披露する“春天在卿里” （春）という歌を練習し
ていた。また、全開尼童、朝哉員だけではなく、保
護者や関係者も参加することになっていた。
2011年は10月25日に祝賀行事が行われ、当日
は、①開会挨拶、②号レード（FlagBearers : Parade 
of nations）、③国際連合とは何か、④民話（FolkTale) 
とは何か、⑤出し物、1）インドネシア語クラス：劇
{Si Kancil mencuri Ketimun ( Mouse Deer 
Stealing’The Cucumber) ｝、 2）韓国語クラス：劇（I
Want to Live m仕1eDeep Forest GDld Ax I Silver 
Ax）、 3）ベトナム語クラス：歌（Singingto Welcome 
the Dawn）、詩（Beau凶.tlVietnam）、歌 0NeLove
Our School)、ダンス （官1eLi抗leBirds）、 4）ラオス
語クラス ：管楽器の演奏｛Khene(A Traditional 
h町四ent）｝、 5）フランス語クラス時翫Aloue伽
(L紅k)｝、 6）ロマンス語話者の ELL児童詩
(Romanian P田m:Miorita, the Ewe・Lamb）、7)
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トルコ語クラス劇（Uskudar’agideriken）、 8）ア
ラビア語クラス．詩（Poem:In the Morning）、 9)
ロシア語クラス ：劇（恒1eTurnip）、 10）中国語クラ
ス：歌（Spring）、⑤皆で歌う（官1eDr. King Song）、
という流れで、プログラムが構成されていた280
(2）保護者と耕市の懇談会
懇談会では、保護者は原料及の耕市（ESLクラス
の耕而と 15分間の懇談時間があり、 2011年は10
月27日佐子病変、午後4時から7時15分まで）、
10月28日（学校併喝ヘ午前8時から 12時まで）
に実施された 29。筆者はこの懇談会にも参加し、観
察することを許された。
パイ リンガノレ教師は、事前に中国語話者の ELL
児童たちに、懇談会後中国語クラスに来てもらうこ
とを親に伝えてほしいと呼びかけ、当日も懇談会後
の保護者を中国語クラスに招いたりしていた。当日
の流れとしては、まず保護者が担任と懇談してから、
中国語クラスに行って中国語（あるいは英語）でパ
イリンガノv，蜘市と懇談するとし、うものだった。
パイリンガノV,側市は、保護者に子どもの状態を伝
えたり、今後のこと（長期滞在カ短期精生的や要
望などを尋ねたりしていた。そして、保護者たちの
話としては、①子どもの成績確認、告溝、り（自分自
身の子どもがパイリンガノレになってほしし、）、③，,C；醤己
ごと（中国に戻ったとき、子どもが現地の学習内容
についていけるかどうか、留年しないか）、④母語ク
ラスの方針、⑤教え方の提案｛子どもの興味を引き出
させるような形で漢字を教える。例：“口”（くち）
＋“十”（じゅう）＝キ“叶”標）｝、⑤宿題の量と内
容に関する意見（「宿題の量はちょっと多めに」、「宿
題の｛伏文についてはもっと有意義なことを書かせた
方がいし、」といった意見）、などの内容があった。パ
イリンガM榔市は、保護者からの質問に答えたり、
教え方の提案を受け入れたり、宿題の量と内容につ
いて対応していた。
また、バイリンガル耕市が保護者に対して、子ど
もは学校で英語を話すチャンスがたくさんあるので
家では子どもと母語で会話してほしい、と提案した
り、中国の子ども用のテレビ番組を見せてあげて下
さいと提案したりする場面もあった。
5考察
科高では、アメリカ合衆国イリノイ州アパナ学区
「教育科学研究」第29号 2015年3月
のキング小学校で行われている多文化教育実践を、
参与観擦の結果に基づいて明らかにしてきた。とり
わけ、 ESLクラス、母語クラス、国際連合の日を祝
う行事、保護者と朝市の懇談会における具備句な事
実に着目することで、以下の四つのことを明らかに
できたと考える。
第一に、キング？小学校の実践で、は、 ELL児童たち
を対象としたコンテント・ベースト ESLが母語教
育とセットにして行われていたことである。母語を
伸ばすことが第二言語を伸ばすことに寄与するとい
うパイリンガノレ教育研究の知見が日々 の実践におい
て生かされていた。コンテント・ベースト ESLカ
リキュラムも、母語教育の重要性に対する認識と結
びついていた。
第二に、母語教育において、コミュニケーション
に必要なことばが教えられているのではなく、中国
の現地学校で実際に使っていた教科書キ教材を郎、
ながら、その内容に即して授業が展開されていたこ
とである。つまり、 ELL児童たちにできるだけ中国
の学校にいるような感覚で抽象的な言語能力や思考
力を育ませていた。また、教科学習だけではなく、
作文を書く時間、質問タイム、なども設けられてお
り、教科書に書かれていない多くの知識も教えられ
ていた。
第三に、学校行事の一環である国際連合の日を祝
う行事で、 ELL児童たちは民族衣装を身にまとい、
体育館の舞台に立って堂々と、全校児童キ朝哉員・
保護者に向けて、歌・劇などを母藷で披露した。こ
の行事を通じて、ELL児童は民j闘句アイデンティテ
ィを再確認することができるだけではなく、自尊心
も高められる。また、保護者たちは子どもの成長し
た姿をみることによって、子どもとのコミュニケー
ションの内容が増え、子どもも母語で官討力を維持
することができる。さらに、英語のネイティブスピ
ーカーたちにとっても、それはリアルな国際理解学
習となる。
第四に、保護者懇談会では、パイリンガパ教師は
それぞれの中国語諸の保護者に会い、子どもの現
状を伝えるだけではなく、保護者からの要望を受け
入れ、保護者が抱えている不安に耳を傾け、家庭で
の母語使用の推進も行った。保護者にとっては頼れ
る稲田こなっていた。また、パイリンガパ毎蜘はイ呆
護者とのネットワークを築き、中国語話者の ELL
児童を対象とした母語教育をより充実させることを
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目指してし、た。
以上の四つのことから、キング小学校の多文化教
育実践が、ESLカリキュラムと母語教育を合わせて
行うものであること、また ELL児童の教育と親へ
の支援を合わせて行うものであることが明らかとな
った。
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